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１．調査概要・目的

調査対象Ｓ／Ｃ部位
（ﾄｰﾗｽ室滞留水水没部）

研究開発(資源エネルギー庁補助事業「格納容器水張りに向けた調査・補修（止水）技術の開発」)
中のＳ／Ｃ下部外面調査装置について、実機での適用性の確認及び２号機のトー
ラス室滞留水に水没しているＳ／Ｃ下部（TS-8）における開口部（φ50mm以
上※ ）の有無の確認を行った。

※ φ50mm以上：止水工法の追加検討が必要な大きさの目安
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２．調査方法

２号機 実機調査状況
（調査装置の吊り降ろし）

支援装置により調査装置をＲ／Ｂ１階からトーラス室のＳ／Ｃ上部外表面に吊り降ろし、
調査装置をＳ／Ｃ外表面上に走行させながら、水没部のＳ／Ｃ外表面の映像を取得し、開
口部の有無を確認する。
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３．調査（実証）結果①

Ｓ／Ｃ底部外表面の状況（180度付近）

270 90

0

支援装置による調査装置のＳ／Ｃ外表面への取付け・取外しについては、実施可能なこ
とを確認した。
調査実施範囲において、開口部は確認されなかった。
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120度

120270

実施範囲予定範囲

●

【補足】水中の視界（前ｶﾒﾗ）は約100～200mm（当初の計画では約350mm）
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３．調査（実証）結果②
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ケーブルが水中にあ
るため、たわみの状
況は推定。

調査装置の落下点

予定範囲 実施範囲

調査を一旦中断し、対策検討後、未実施箇所の調査の実施を判断する。

調査装置がＳ／Ｃの『約120度』の位置近辺で、繰り返し落下した（３回）ため
Ｓ／Ｃ外周側の約９0～120度の範囲の調査ができなかった。（原因調査中）

当初の想定よりも、浮遊物等により水中での視界が悪かったことなどから、調査
時間をより要することになった。
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３．調査（実証）結果③

Ｓ／Ｃ底部外表面のモニタのノイズ状況
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調査装置がS／C底部へ移動するに従い、モニタ画面上に線量の影響によると考えられるノイ
ズが増えていく状況が確認された。

【Ｓ／Ｃ底部の範囲でノイズが大きくなる傾向がある⇒線量が高い可能性が考えられる】

今後、モニタ映像のノイズの状況を確認し、Ｓ／Ｃ底部の放射線量の評価を行う。
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４．今後の対応

Ｓ／Ｃ外表面の約120度近辺の位置から調査装置が落下するため、

原因究明及び調査装置の改善が必要。（現在、工場での原因究明作業を準備中）

Ｓ／Ｃ底部の放射線量が高いことが推定されるため、調査装置の線量

対策が必要。

水中での視界が悪く、調査期間が長くなることから、代替方法を含め

た検討が必要。
想定調査期間（最短）：８日間（１ベイ）⇒実証試験結果からの想定期間（最短）：16日間（１ベイ）

水中の視野を約350mmで計画。実証試験では約100～200mm程度。

上記検討後、残りのＳ／Ｃ下部（全16ベイ）調査を計画する。


